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r

本
書
の
著
者

W
i

l
s

o
n

は
、
.
t

ク
ス
ツ
ォ

ー
ド
大
學
の
.
講
師
で
、
景 

氣
變
動
論
の

'

研
究
家
で
あ
り
、

二

O
x

f
o

r
d

 

E
c

o
n

o
m

i
c

 

p
a

p
e

r
s

の 

編
集
者
と
し
て

^

名
で
あ
る
。
 

一
 

さ
て
、
.

良
本
、_

謎
會
主
義
の
問
題
は
.、が
な
り
論
議
し
盡
ぐ
さ
れ 

‘

問
題
で
あ

' ?
>

が
、い
尙

3
未
解
狹
.

の
間
題
を
多

'-
<

:

殘
し
て
い
^

.

題
取
扱
い
方
に
も#
:

々̂

方
向
が
あ
^ ;

.

た
:.
9

T

づ
ぼ
、
雨
^

と
1>
'て
描
き
だ
し
、
そ
の
効^.
蓄

ず

る

も
9
セ
あ
る
.：0
他

の
__
.- |

つ
ば
.、. 

亂
欧
會
を
倫
理
的#

場̂
か
ら
論
や
る
も
の"で
.あ

を
:'
0

.

前

者

$

_

_

、

：： 

.楚
非
■の
結
論
が
坐
ま
れ̂
い
が
、
へ
後
者'の
，場
合
は
、：
.，そ
め
方
向
が
生
；版

さへ
 

K
る
？
最
後
:̂

法
目
す
ベ̂

も
•の
へ
は
、
ぺ

置":,
-

(

匀

民

玲

令

の

：前
提
を
莪 

.啦
ず
け
ょ5-
-と
す
^
^-
:
の
..で
あ
る
0
と
の
欸
3
の
方
向
を
、
經
濟
理
論
か 

一
ら
で
は
な
く
、

(

，龀
會
衝
學..の：丽
か
ら
進
め
よ
：ぅ
と
ず
る
考
へ
方
を

-:̂
1
1
3
-
. 

W

の
著
書
の
中
に
み
る
と̂が
^
き
る
ゃ
で
ぁ
る
。

ベ
;-
'

-

バ.
.

ノ
 

：

.

、

五

八

(

三
九

、5

こ
め
著
書
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

彳

 

ゾ
,

'第

1

部
で
、
デ
ぞ
、ク
ラ
シ
ー
の
經
濟
的
恶
礎
を
論
じ
、
平
和
な
社
會
で 

fe
、
物

的

許

霞

p
l
a
n
n
i
n
g
)

と
個
人
企
檠
や
自
凼
と
が
、

典
存
し
得
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。

ぐ
|..:_1

一
一
部
で
は
々
：資

東

主

義

の

缺

陷

を

>
補

う

恕

め

'
の

提

案

紀

中

心

が

ぉ 

.

か
れ
.て
い
る
？

、
 

'

、ム
窘
を
貫
灯
だ
去
張
の
公
營
が
重
要
尨
問
題
、：すなわち資 

本
生
義
の
缺
陷
を

(

■

解
決
す
る
道
で
は
な
く
、
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な

S

:*卽 

ち
私
的
企
業
と
そ
が
解
決
へ
の
道
で
お
る
と
論
ず
る
所
に
あ
る

。

.

し
今
、
.
—

ひ
書
に
亙
各

.

紹
介
を
省
略

U

X

、
經
濟
政
^

H

張
，の.栽
礎 

:

重
點
を
#

い
も
、：箸
者
の
意
圖
々
探
っ
て
み
よ

t

 

-
、
:

，

一1 :

、

我
々
啟
S

へ.馨
ヽ
へ
戸

.

: ^

ア
的
な
道
：に
电
る
か
ヽ
ぺ 

ん
で
ス
ラ
ン
プ
に
直
面
す
る
か
の
岐
路
に
立
つ
て
い
る
、
と
は

q

:

m

*

 

Y
o

m
^

r
.

が
、
：西
歐
的
文
明
の
茴
顶
し
た
デ
レ
ン
マ
を
さ
し
た
言
葉
で
あ 

.

る
.

0. 

.

.

. 

, 

-
 

.
戰
前
の
：資
本
主
義
が
悲

.
劇
的
な
.

失
業
め
樣
相
を
示
丨

\

た
.

上
^
は
著
明
な 

こ
と
で
.

あ
る

9
と
れ
ち
め
缺
點
を

'

將
來
癒
'す
た
め
に
更
に
國
家
の
干
渉
が 

:

必
要
^

あ
.

る
名
い
う
こ
と
に
、
す
べ
て

o '
* A

は
二
罾

1>
^

い
る

0
こ
の
點 

-

に
っ
い
て
は
、
如
嘛
な
る
意
見

.

の
相
違
も
な

-

い
.

。.
.
.併
し
な
.

が
ち
.、’.大
多
數 

の
人
々
.

は
、
資
本
主
義
が
金
く
滿
足
に
機
能
で
き
な
：い
と
信
ず
る
よ
う
に

ン.
-

こ. 

' 

.去
'

 

-

.

な
つ
.て
鲁
て
い
る

,0
*

ら
の
見
解
で
駆

.
衆
し
て
.

い
.

る
と
そ
は
、
：生
：產
手
段 

に
お
け
る
.

私
洧
の
廢
也

.

七
.

、計
鼙
の
た

)

め
の
價
歡
機
歡
の
乾
棄
と
で
知

.

る
0 

:

-

'す
べ
：て
め

1 :

要
な
：る
_

濟
的
灌
は
國
家
に
よ
っ
て
..，̂さ
^
:
經
望
活 

ン
.

の
金
行
程
は
、
中
夾
本
部
で
馨
で
加
狹
策
さ
ゎ
る
.。；國

の

齋

の

病 

は
、
こ
.

^

V

V
,-
X

< D
.

^

翁
癒
^
れ
.る
だ
ろ
ぅ
と
い
ぅ

o

 

i

併
し
、
經
濟
的
進

- #

の
み
が
ヽ
す
べ
て
で
は
な
い
と
、
こ
の
著
者
は
反 

:

對
せ
名
!°

そ
の
あ
友
ゆ
：る
缺
勸
に

4
拘

p >

ずr

資
本
主
義
社
！
^

知
い
：て
、

. 

你
人
は
高
.

度
の
自
^

^ '

象
敬

- &

を
孽
受
し
て
き
た

0.
す
な
わ
ち
、
.
.

变
_
附 

級
と
し
T

の
.資

裘

隊

■■
:
:
;明
ら
.か

に

、

ナ
チ
ス
や
.口
シ
ア
共
產
生
義
渚
の 

如
き
支
配
階
級
と
は
金
く
違
つ

^

方
法
で
ふ
る
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら 

资
本
家
に
と
つ
、て
、
政

^

R

の
强
歷
的
な
使
用
は
、
矛
厨
し
た
も
の
で 

• 

■あ
力
、
彼
ら
の

;'
^

屈
の
杂
槪
念
に
反
す
る
名
の
で
枭
つ
、た
。
そ
れ
故
に
、
 

/ €
! .
■

經
濟
上
の
.
'

】

降
的
な
競
^

批
爭
を
、
忘
れ
る
と
と
が
で
き
る
な
ら
、

:

資
本
主
蓊
の
下
で
：眞
の
1
曲
が
あ
つ̂

^̂;
ぞ
と
ー
と
を11
め
^
ぼ
^-
^
^:

:

く
な
る
に
違
い
4

い
.'
0
あ
；の
^
ぅ
な
1
由
_

赢
會
患
義
計
&

濟
ぬ
氣
， 

る
と
と
が
で
き
る
か
ど
ヶ
か
が
、
今
22我
々
の
課
題
で
あ
る
と

_
I
s
o
n

 

は
考
え
.る
。

： 

，

'
.

マ
政
^

は
激

: M

漱
態
に
^

^

で
^

^

さ
れ
る
^

と
^

- ^

立
場
^
立
ウ
ン 

L
a

s
k

i

敎
授
は
、
デ
モ

t

フ
ダ
1
が
個
人
企
業
の
如
き
つ
ま
ら
ぬ

i -
o '
- i
. 

の
接
觸
忙
よ
つ
て
蹬
落
さ
せ
ら
れ
る
と
論
ず
る

9
たしかに、デモクラ

'

ぢ—

i
廣

沐

潘

警

ー

は

兩

* ;
^
得

备

も

ゆ

で

贫

を

以

、
；
藶

也

的

；
に
；も

あ

^

' 

^

度
ボ
噌
關
係
.
;1
>
て
1

。：

(

龙
^

^'
1 :
光
览
§
泰
衣
ゐ
社
會
我
義
經
免:.
:
.
'

T

;

ウイル

.

ソ
ン

r

近
代
资
本
中

：

義
と
經
濟
的
進
步

j

は
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
グ

.

で
技
な
ぐ
、
'-
，.

搦
裁
的
で
ぼ

k

かつたがさ從つで、

'•
-
•
鼓
本
主
截
に

^

つ
：て
ザ
.

去

:2
フ
'

シ
ー
ー
が
墮
落
す
る
と
は
言
え
ま
い

0.

.へ
.'
-
-
:
:社
會
£

ア
>

:1
>.
^

ラ
を
ト
が
實
現
ざ
れ
て
い
る
が
杏
が
を

.

疑

5-
-な
ら ヽ

次
.

の
激
を
調
ベ
る
が

‘

よ
い
。

へ；
公
:(
1
)ム
：
個

人

玲
¥

冬

芷

囊

べ6:
關

心

办

程

德

何
.'V
:

'
 
:

?:
:'
■'
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-
-
:

(2
)

益

數

者

60
:

權
利
に
拂
々
注 I

何
，：..：

へ
：
：
'
_

;

(

M'
人

意
_

へ
一
：の

周

暑
#

何
、

.

.

.
;

-•(

.■ '

■-
.
,■.
.
.
.
. 

"
.パ
达
れ
：ち
の
翦
を
で
み
れ
ば
、：自
由
：は
寳
本
逛
義
と

>
;奴

醫

棟

： 

.

.共

產

主

義

と
-•
>
夫
.々
^

^

,で
%'
^

の
だ
^

い

ぅ

と

と

が

：で

き

る

；
で

あ

.ろ 

.

.
\̂°
朱

來

の

社

會
&

弩

ダ_
會
§

と

制

民

的

自

由

を

維

綠

^

^

セ

と 

が

：：で

奢

务

が

：、
：

^」

れ

：
は

自

下

；
の

.所

：
で'ぼ

、,'
.奮

も

憶

測

に

十

纩

^
 

ノ 

4

猶

濟

土

：

(

自
:|
±|
:
9間

題

ほ̂

^

に

關

係

ル

で

：
き

た

0.
^

で

杞
-
の
.
方 

猶

免

；
は

多

べ

钞

改

: m
が

な

さ

れ

て

：
き

ち

；
履

傭

の

高

水

■
化

：、
：
社

會

爾

祉

. 

施
設
、
敎
育
の
機
會
の-擴
宠
、
稅k

よ

る

敗

得©'
-
苒

敵

分
 

>
.小
；̂M

や
維 

持
策
。
と
の
よ
ぅ
な
ザ，モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
靈

：

は
社
會fj

義
的
S

お
れ 

る
か
も
1
れ
な
い
。：
.だ
が
ヽ
令
日
就
會
主
義
と
！
^

.

*

.、又
我
^
が

問

題.
. 

:
:と
:1
>

^や

る

鈾

會

主

義

：と
：
は

'^
^

<
だ

國

家

所.

^
占

の

：
敗

態

免

意

味

ず

. 

る
よ
ぅ
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

■

.

, 

'

,

滿
足
で
き
る
政
策
は
、
大
抵
戰
前
よ
り
も
更
に
國
家
の
干
渉
を
含
む
よ 

ぅ
に
な
つ
て
い

.

る
。
併
し
、
そ
れ
に
も
拘
，ら
ず
デ
モ

ク
ラ

ジ
ー

の
馮
礎
さ 

へ
維
持
さ
れ
る
な
ら
ば
、
例
人
企
業
は
八
マ
後
も
獨
立
を
享
受
し
續
け
る 

あ
：ろ
^

；^
:

資
源
办
^

^

ば
&

请

'(
0
支
出
め
カ
に
：よ
づ
で
決
窮
さ
れ

五

九

(

三
九
三

〕



H

E
珙
會
雜
錄
笫
四
ナ
四
卷
龄

—

六
號
.
■..

る
.で
あ
ろ
う
。
所
が
社
會
生
義
で
は
、
.國
家
が
、
利
!«
で
き
る
資
源
を
槪 

觀
し
、
國
民
が
铃
要
と
す
る
諸
財
貨
をi

し
て
決
定
し
、
.統
制
に
よ
っ 

て
坐
產
じ
か
っ
、
.、分
醐
す
る
の
で
あ
る
-0
發
膜
し
た
經
濟
的
部
の
錯
雜
し 

た
關
係
を
微
細
に
調
べ
■

し
規
制
す
る
/
と
と
は
、
.選
擧
に
よ
る
議
會
の 

料
織
を
以
て
し
て
は
全
く
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
こ
で
^

者

の

强

調

し

て 

い
る
の
は
、
か
く
の
如
き
金
國
的
計
遨
の
'赞
行
に
必
要
な
滲
透
レ
た
行
動

' 

の
規
則
が
、
デ
モク
ラ

チ
ッ

ク
な
統
制
と
全
然
兩
立
し
锊
な
い
と
い
う
點

ら
ゆ
る
商
凼
を
齊
や
か
す
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
事
贺
、

.

社
會
主
義
的 

計
竅
經
濟
が
ヽ
デ
モ
ク
ラ
シ

r

を
脅
や
か
す
か
も
し
れ
ない
，と
い

う
と 

-

と

枕
,'
'
现
藉
々
に
認
め
ら
れ
っ
っ
あ
る
。
だ
が
、
人
は
間
う
か
も
し
れ 

ぬ
。
そ
れ
に
代
つ
で
ど
の
よ
う
な
經
濟
政
策
が
あ
る
か
か
ど
。

か
く
し

は
解
決
し
な
.い
の
で
あ
る
9
社
會
主
義
と
デ
モ.ク

ラ

ク
ー
と
が
兩
立
す
る 

■>
考
え
る
人
々
は
、
社
會
主
義
が
讓
會
手
段
に
よ
っ
て
、

的
に
達 

せ
ら
れ
る
と
い
う
想
矩
に•立
っ
て
い
る
。
併
し
、
我
々
は
議
會
政
府
が
變 

換
め
時
の
踺
迪
に
痲
輝
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
.

ぃう
危
險
を
感
じ
る
。
だ 

が
、
ぞ
：れ
よ
り
も
そ
のよ
- 5

な
狀
態
の
下
.でr

議

•#
政

府

が

全

く

効

果

的 

,
に
機
能
で
ぎ
る
か
ど
う
％
が
疑
わ
し
い
。
、

■.ハ

(

锡

：

へ
：：.："

穩

六
0 

C

三
九
四)

そ
.こ
で
我
々
は
、«

び
資
ボ
、3£
義
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら'

.

:

_

0

_薯
1

_

も
亦
、：«

人

淦

業

淛

黑

還

濟

老

邂

幾

ど
こ
ま
で
達
せ
ら
れ
た
办
、'乂
、‘
衣
典
學
派
は
どと
ま

で

IE
し
く
食
本
主 

義
を
評
價
し
て
い.、ち
か
と
い
う
と
と
で
あ
る0 

.

*,
*

本

逢

靈

應

の

功

績

：の
：
第

^

し
い
經
濟
的
發
展
が
な
し
遂
げ
ら
れ
た
と
と
。
第
二
に
は
、

-
唯1

で
は
な 

い
が
へ
贫
R i
の
主
な
原
因
で
あ
っ
た
所
の
商
品
の
缺
乏
が
宽
服
さ
れ
た
二 

と
で
あ
っ
た
。
饑
锇
に
っ
い
て
の
餃
初
の
論
究
は
.
M
a
l
t
tr
fJ
w

の
-A
口
論 

で
あ
.っ
た
。•彼
は
社
會
改
苹
の
反
對
潜
に
利
用
さ
れ
た
。
.
今
H
で
も
、
彼 

は
ア
ジ
.ァ
で
は
i

で
あ
り
、
_

さ
れ
ょ
う
。
併
し
、
西
歐
で
は
そ
う 

で
は
な
い
。
こ
れ
は
、Ma

l
t
h
u
s

が
個
人
命
業
め
制
度
を
交
持
す
る
點 

で
誤
っ
て
い
女
の
で
は
な
く
ヽ
資
本
主
義
が
數
世
代
に
わ
た
っ
て
な
し
て 

:き
だ
太
な
.る
經
濟
的
擴
^

^
豫
見
'̂
;.;

#^-
:

か
^

典
か
^
で
あ
名
0
丄
_

中 

」

.
續̂
け
#

れ

た

前

發

：ハ
：
：

「

槪

括

的

隹

言

っ

て

：
？
：

1
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四

年
.か
ち
第
一

I

次

： 

ー

决

戰

靈

歎

赞

め

麗

ー

賽

賃

銀

^

三

借

に

出#
:1
>
_
,
;
か

く

しX
:「

劈
 

ー

働

蕃

揉

贏

業

；
の

幾

張

黎

っ

^

來

土#
唯

ず

：
に

、
：
階

で
し
ま
う

」

と
い
う
マ
ル
ク

-
ス
の
豫
言
^
亦
、
誤
ま
つ
丧
.の
で
あ
る
。
資 

本
主
義
經
濟
は
、.そ
，の.缺
陷
.亿
も
拘
^

^
,
物

質

的

生

癖

に

は

前

^

<0
,な 

い
沿
加
を
示
し
て
き
た
の
で.あ

る

。

が

そ

の

ょ

う

な

說

明

は

.ニ

っ

の

反

数

バ
一
に
：
會

い

や

す

い

:.
;
0

.

.
、

一

-r
-
x
:
パ：

::
.
 y

, 

'へ.
'隹

:-
'
:

H

物
質
的
P

が
す
べ
弋
で
は
な.い
と
い
：う
こ
と̂:
¥
^
|
:
て
、
過
去
'
.
: 

二
.つ
の
國
©'
經
濟
的
發
展
が
高
價
穷
ぁ
る
多
く
：の
务
：の
：

_を
破
壞
し
、
：..
.
そ
.
^

て
、
つ
ま
ら
ぬ
文
明
を
、
そ
の
代
り
-
に
捧
げ
て
き
た
と
い
う
と
と
が
指
摘

： 

'

さ
れ
名
か
も
丄
れ
な
い0;
_だ
が
經
澈
學'
は
決
し
で_

物
ま
蓊
を_生
張
.す
る
ン 

.
も
の
で
は
な
い.
の
セ̂

^

0

.
太
だ
S
:
時
代
の̂

心
間
題
が
、r如
何
に
生
活' 

を
向
上
し
、
屈
傭
を
續
け
さ
せ
る
か
で
，あ
り
、
經
濟
的
悲
劇
を
除
こ
う
と

.
 

す
る
-

と
に
あ
つ
た
の.で
あ
^'
。
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肖

第

，ニ.の
人
々
ぼ
、
個
人
所
搏
の
疳
加
の
よ
う
な
達
成
に
よ
っ
て
印
，
 

:
象
ず
け
ら
れ
る
ど
ゼ
ぞ
妤-
^
;れ
^

ル
：：1
オ
で
あ
る
-9
;計
畫
經
濟
节
®

.'

.. 

.:
•に
.よ
く
と
の
こ
と
は
達
成
さ
れ
る
し
、
缺
芝
を
な
く
し
さ
へ
す
る
の
で
あ 

る
か
'ら
o

.以
下
こ
の
間
題
を
檢
討
し
て
み
る.が
、
.結
論
的
に
み
る
な
ら、

O
O
I
i
a

, 

C
l
a
r
k

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
一
三
年
と
一
九
三
七
年
の
、
米

.

英

•
ソ
三
國
の
所
得
の
比
較
は
ソ
迪
に
と
つ
て
有
利
で
は
な
い
の
で

あ
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«
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缺
乏
は
：
經
濟
绝
活
の
本
質
的
な
前
提
で
あ
り
へ
.
缺
乏
な
く
し
て
如
何 

.な

る

經

簡

題

も

存

茌

し

な

い

'0
''
何

故

な

ら

、
、
財

5

^
.
の

供

給

が,
 

t -
- i

、
そ
取
ら
，
を

麗

す

る

靈

と

種

^

な
.る

可

糧

と

.が
/
;

司
時
に
：成
ノ
， 

長

し

尤

<

を/:
0

ア
^

リ

カ

勞

働

者

は

か

，な

^

富
ん
.
で
：い
る
が
、
：-而
も
彼
ら
一 

ぐ
杖
贊
^

て
は
い
な
い”
缺
迗
は
认
間
の
欲
釋
に
相
辦
的
で
あ
り
、
：そ

し
:;
- 

.で
：養

の

迦

曲

吹

^

め
1
ぬ

そ

柺

ほ
|

^

^ :
^ :

箸

办

奴.
^

M :

ぬ
、
、
少

な
.
い̂

>

一. 

淑
が
猶
々
な̂

途
1

条

て

ち

れ

る
^

第
三
に
人
間.の
.欲
望
は
、：
種

類

上

强.
'

T
 
.

ゥ
ィ
ル
ソ
ン
.「

赴
代
资
木
虫
義
と
經
濟
的
進
涉

j

'度
A
J
>變
え
名
？
と
の1ニ
,つ
の
璉
由
に
よ
つ
：て
經
濟
學
は

「

議

の

科

學」 

Q

f
 logic of ch

冬

e
.vs
レ
.と
よ
ば
れ
る
.の
.で
あ
る
？
勿
論
、
經
濟 

擧
は
.こ
れ
ら
の
'«
g
办
^
慠
と
.か
無
價
値
に
つ
.い
.て
何
承
言
え
な
れ
。
何 

故
'な
ら
、：

そ
：

9

原
画
は
崖
活
S

W
よ
り
は
、
人
間
行
動
の
全
面
を
處
理 

す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

0
だ
.が
へ
、

選

擇

の

問

題

ぱ

す

べ

，
て

:%
)
事

柄

に

つ 

き
ま
と
つ
て
い
る

.0
種
^
な
各
選
擇
は
.ど
チ
い
$
方
法
で
評
價
さ
れ
#
る 

か
ヽ
價
格
は
•ど
う
し
て
測
定
ふ
れ
る
か
。

^
'の
原
則
に
お
ヴ
て
へ
、

-fe
わ

よ
. 

り
も
希
求
さ
.れ
る
行
動
ひ|' 抒

捲

餐

定

ざ：

れ
夺
か
ッ
更
ば
歡
か
と
と.

は
、
ゼ
う
し
て
う
ま
く、
.と
.

れ
包
の
原
則
を
複
雜
だ
社
會
に
敏
用
さ
せ
る
< 

か
で
あ
る
。

’

合
理
敗
な
計
算
は
各
商
品
彪
對
す
る
欲
望
や
へ
^ :
め
生
齡
惙
格
を
表
現
：
 

す
る
よ
う
な
あ
る一

般
盼
' ^
指
標
が
あ
り
ざ
へ

(

す
れ
ぼ
可
能
で
私
る
。
過 

去におい
て、との機能をし、なお

'貨
I
量

於

最

大

の

！
；
；
動

：

•
へ

の

案

的

役

と

な

み

さ

.れ

' ^
い
：る0

'

^

.

て
、
そ
ひ
.能
率
を
計
算
す
る̂

と
.ば

危

險

で

於
0-
、
誤

り

易

^

と

成

說

明 

::

が
受
け
ぃ
れ
ら
れ
る
な.ら
ば
、
.そ
一
の
寳
際
的
結

■

齋
だ
重
大
で
あ
各
。
• 

• M
故
^:
.ら(

：

所
謂
、
物
的
計
畫
は
重
大
な
誤
り
を
生.ん
易
；い
と
い:5
-
と
と 

:
;が
推
論
鲁
れ
:%
:

,
资

で

：独

晝

義

計

畫

舊

が

主

：張

者

は

、

物

的

^ -
畫
/ 

と
同
時
•に
、
金
融
計
畫.cfinan

o'.iar p
l
a
n
)

が
あ
る
と
考
え
る
。
で
文

. 

ど
ち
ら
が
第
1
.
,
次
亂
な
も
の
で
あ
る
か？
' '若
し
第
一
次
的
'か
も
の
が
金
融 

:

計
！̂

:
あ
る
な
^ :
:
.
.
_
弥
計
» :
龄
更
究
不
必
要
な
抒
败-
邪
魔
も
办
ぜ
あ
. 

■^
が
：ど
'̂
が
疑
柃
^
翁
ー
若
し
:̂
諸
畫
が
最
重
要
货
知
ふ
が
ら
：，
霞

',
■

■
S 

、
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五
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⑴
战
舍
雜
誌
第
时
十
四
猞
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六
號
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計
爲
が
眞
の
意
味
を
も
ひ
か
ど
う
か
が
間
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ 

• 

•
う
な
經
濟
で
は
、M
将
と
®

と

ば

非

常

に

人

工

的

で

あ

る

。
、そ

し

て

货 

幣
的
組
叫
で
如
箅
が
な
さ
れ
て
も
へ
そ
の
よ
う
な
狀
態
に
お
い
て
、
霧
 

が
街
用
な
^

!
と
な
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
乇
と
，で
慨
格
と
费
>|
1

と
が
如 

何
に
^

^
さ
れ
る
か
を
間
う
こ
と
は
阴
か
，に
赏
耍
で
あ
る
。

_
に
坐
產
さ
れ
た
斯
费
財
を
例
に
_と
る
と
、
經
濟
的
問
題
は
そ
れ
ら
を 

極
大
滿
足
の
狀
態
に
配
分
す
る
こ
と
で
あ
る

'0
I
V
Lて、價織
の
上 

-

で
®

^
は
、
市
場
で
そ
れ
ら
に
値
を
つ
け
る
自
出
を
殘
さ
水
て
い
る

。

. 

そ
の
よ
う
な
場
合
、
合
理
的
な
道
具
と
し
て
、
，指
標
の
役
割
を
な
す
の
.は 

價

格

で
あ
る.0
こ
め
消
費
索
の
府
動
を
數
學
的
方
法

3

^
王
に
1者
え
る
こ 

■
と
比
で
き
が
い9ぺ
衡
ら
は,>
ハ
デ4
彳
ラ
ザ
ダ
グ
な
戚
媒̂:
リ
ズ
ト
敎
的
な.
.

,:
'
'
.慣
例
に
從
が
で
紅
る
か
：兔

.勿
論
誰
で
^

^

*

自̂
由
が
売
全
に.
.
：

( 

■:
•
あ

る

と

は

思

ウ

せ

い

な

^

ニ
遂
に
择
へ
戰
雷
の
よ
う
に、
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i
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fe
自E

を
奪
わ
机
^
か
本
じ
れ
な
い
-°
#
1>
、

選

. 

ベ
擇
の
原
理
は
第1.

原
斯
で
あ
^ :
自
袖
：̂
道
&

行
動
&
前
提
で
お
る
,°I 

'
ソ

述

で

：
さ

え

も

明

^

が
：
に

(

&

財
を
觀
分
.す
る
最
上
'«
1>
て
、
最
も
彈

'、
力
的
な
苁
法1

て

價

格

齡
.受

.い

今
$

■■
實
際
彳
樹
格
歡
ば
.、
"

「

货
幣
投
蔡」

；の
手
段
に
.よ
っ
：て
、
ど
办
位
種
 々

:

な
る
商
品
が
患
竄
名_
る
べ
.ぎ
が
.令
％
锘
す
る
.方
法
で
転
る
。'た
だ
®

 

が
木
呼
等
で
あ
る
と
き
は
、
複

投

票G'
l
i
l 
v
o
t.e
'o
't
l
、
；1
x 

で
數
11
の
#
幣
役
擧
を
す
る
と
と.が
あ
る
'o
'こ
.©'
:場
合
.、
顧
格
機
' ^
を

: ^
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v

る
の
.•と
、
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.謂
^
平
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を
是
班
す
る
匕

X
I
^

の
一
1
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道
^

い

ず

れ
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'
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濟
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デ
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モ
.グ
一
フ
シ 

丨
の
'最
も
逋
要
な
要
求
は

〈

市
場
を
通
し
て
欲
錯
を
賢
規
す
る
と
と
で
ぁ
、

§

と
富
と
の
术
平
等
が
重
大
な
問
題
と
な
1つ
セ
く
る。
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守
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資
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'翁
劢
鲁
に
.
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种
を
民
主
々
義
如
高
義
價
し
て.1
^
:る
。
：
そ
ゆ
馨
に
は
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じ
が
新
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も
の
は
な
く
、
社
寧
班
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畫
經
濟
が
す
な
わ
ち
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敗
龄
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错
び
：'0
く
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を
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歌
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を
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也
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る
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，
我

々

'
が
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を

感
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裏

育
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ス
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.現
在
の
如
く
、
社
#
化
經
濟
翁
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的
に
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的
^

^
办
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穩

便
£
進
.め
ら
れ
つ
：
つ
ぁ
る
國
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妇
い
て
さ
え
、
な
お
社
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■

氣
す
な
わ
ち
’
奴
隸
製
り
と
す
名
襲
論
が
繰
返
え
さ
れ
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